
令和８年第２回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表 

 

 

通告順位 １ 番 氏 名 鈴木 和信 質問形式： 一問一答 

 １．件名   毎戸にタブレット導入の検討を 

 

要旨 

 無線(有線)放送は 50 年以上の歴史がある防災の設備であるが、近年の情報化社会は AI・デジ

タル化で瞬時に情報を届けられる転送システムや防災アプリの普及により、放送を聴く時代から

見る時代に変化して来ているため、いつでもどこでも見られるタブレット導入の検討を問う。 

 

① 村公式ウェブサイト・SNS への閲覧数及び PRの方法を伺う。 

② 防災等無料アプリを本村では検討または導入予定はあるのか。 

③ タブレットを毎戸に配布して演習情報・広報等情報化社会への対応を図る考えは。 

 
 

 ２．件名   防災・減災に強いむらづくりを 

要旨 

 東日本大震災という未曾有の災害から 15年を経過し、地域防災計画の見直しや訓練の実施に

取り組むことは防災力の向上に必要不可欠であり、村として用心と備えをどのように考えている

のか問う。 

① 地域防災リーダーの養成実態は。 

② 地区(集落)ごとにハザードマップを作成する考えは。 

③ 配布した非常用持出袋のメンテナンスは村ではどのように把握しているのか。 

  

 ３．件名   農業機械バンクの創設を 

 

要旨 

 高齢化に伴い農業機械を手放す農家が多いことから、村が買い取りまたは新規取得して地域

担い手や兼業農業者に貸出しや売却を行い、基幹産業である農業の持続性を図るために機械投

資への支援が必要と考えるが村長の考えを問う。 

 

① 本村における認定農業者数・農業法人数・兼業農家数・土地持ち非農家数は。 

② 農業機械（トラクター・田植え機・コンバイン)の保有台数は。 
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通告順位 ２ 番 氏 名 小川 克也 質問形式： 一問一答 

 １．件名   樹木粉砕機等の貸出拡充を 

 

要旨  

村内の環境維持と作業の効率化を図るため、樹木粉砕機とリモコン式自走草刈機の無料貸し出

しを行っているが以下の点について問う。 

 

① 樹木粉砕機とリモコン式自走草刈機の貸し出し状況は。 

② 樹木粉砕機の台数や新たに草刈機等の貸し出しの考えはないか。  

２．件名 クマ・防犯対策に防犯カメラ設置等の強化を 

要旨  

全国的にクマの出没による人身被害や空き巣、強盗、特殊詐欺などが相次ぎ、過去に例を見な

いほどの甚大な被害が発生している。そのような状況の中で、住民はいつどこでクマに遭遇した

り、空き巣等の被害にあうか分からない不安が高まっていると感じる。クマと遭遇しない第一歩

として出没情報の、より迅速な周知と防犯対策をさらに強化していくことが必要だ。 

 

① 村内のクマ出没状況と目撃してから住民への周知方法は。 

② 空き巣等の被害状況と防犯対策の取り組みは。 

③ 家庭用防犯カメラ設置費用等に要する経費を村で補助する考えはどうか。 
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通告順位 ３ 番 氏 名 早坂 美華 質問形式： 一問一答 

 １．件名   太陽光発電施設設置にともなう村への影響と対策は 

 

要旨 

 脱炭素社会の実現に向け、再生可能エネルギーの導入が全国的に進められている。その中で、

太陽光発電施設は重要な役割を担う一方、環境悪化や維持管理の問題などさまざまな課題も指

摘されている。2027年度以降、新規の大規模太陽光の FIT・FIP認定を終了するにあたり駆け込

み申請も考えられる。今後、自然豊かな大衡村をどのように守っていくのかを問う。 

 

① 本村における事業用パネルの設置件数と、今後計画されている件数は。 

② 村との話し合いや、近隣住民説明はおこなわれているのか。 

③ 森林開発を伴うパネル設置には、洪水・土砂流出や災害リスクがある。環境保全対策の考え

は。 

④ 県外の業者も多い中、トラブルがあった際にすぐに対応可能なのか。 

⑤ 自然豊かな大衡村を守るために、条例等で規制の必要性はないか。  

２．件名 学校周辺に防犯カメラの増設を 

要旨  

近年、本村に限らず全国的にクマやイノシシなどの野生動物の出没が増加しており、通学路

や公共施設周辺及び生活圏での住民の安全確保が課題である。こうした獣害リスクに加え、不

審者対策や夜間の見守り体制強化など防犯面の課題もある。そこで本村の考えを問う。 

 

① 小・中学校周辺における、現在の防犯カメラ設置状況と管理体制は。 

② 近年凶悪化する犯罪や、増加する獣害リスクもふまえ防犯カメラを増設する考えは。 
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通告順位 ４ 番 氏 名 石川 敏 質問形式： 一問一答 

 １．件名   学校教育の課題へどう取り組んでいくのか   

要旨 

本村は小・中学校が１校であり、学校教育においては児童生徒に対しきめ細かい各種の取り

組みが展開されているところである。一方不登校者数の増加や学力向上等の課題もあると考え

られる。 

学校教育の諸課題に対し学校現場や教育委員会としてどのように認識し、どう取り組んでい

くのか次の点について問う。 

① 不登校等長期欠席者の現状と学校及び教育委員会の対応は。 

② 心のケアハウス「ききょうルーム」における支援状況と成果は。 

③ 公営大衡塾のねらいと学力向上への取り組みは。 

④ 児童・生徒の減少に伴う将来の学校編成についての方針は。 
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通告順位 ５ 番 氏 名 文屋 裕男 質問形式： 一問一答 

 １．件名   小・中一貫校の実現はあるか 

 

要旨 

少子高齢化社会といわれて久しいが、昨年の全国の出生者は速報値で 70 万 5,809人と過去最

低で、少子化に歯止めがかからない状況である。 

 本村でも、今年小学校への新入生は 40人で最少と聞く。将来 1学年 1学級になるのではない

かと危惧される。 

 小学校の校舎は 1974年（昭和 49年）の開校で 50年以上経過し、中学校の校舎は 1949年

（昭和 24年）に郡内初の独立校舎で現在の前身となる校舎が落成。2003 年（平成 15年）には

大規模改修で冷暖房設備、耐震構造の整備を行い、2023年には屋上の防水改修工事等、既存の

校舎を「大衡村学校施設長寿命化計画」に基づき、計画的に維持、改修し活用しているが、老

朽化は免れず近い将来建て替えなければならないのではないかと思われる。少子化、老朽化を

考えれば小・中一貫校にすべきではないかと思うが村長の考えを問う。 

 

① 小・中学校の学年毎の児童・生徒数と年度毎に小学校に入学する児童の見込みの人数は何人

を想定しているか。 

② 小・中一貫校の利点と欠点をどのように見ているか。 

③ 小・中一貫校を実現する時期は考えているか。 

④ 校舎建て替えの財源の見通しは。 

 
 

２．件名 村道大原・下原線の改修を望む 

要旨  

村道大原・下原線は未供用路線の 1 つである。この路線は駒場地区と大森地区を結ぶ大切な

路線で、月に何度となく往来している。しかし、冬期間は雪が深く、村道を歩くことさえ出来な

い。その為、一旦県道三本木線に出て、奥田・大森線を通り、村の広報誌や回覧を渡さなければ

ならない状況である。除雪はできないかと都市建設課に尋ねると未供用のため除雪の対象にな

らないとの回答であった。2000 年頃の総合計画には大原・下原線の改修が計画されていたと記

憶している。地元住民の話でも改修工事が決定されたと聞き及んでいたが、何が原因で取りや

めになったかは定かではない。 

当時は辺地債事業での改修計画ではあったが、現在辺地計画はなくなったと聞き、ますます

実現が遠くなるのではないかと危惧している。地区住民は何とか復活できないかと望んでいる

が村長の考えを問う。 
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通告順位 ６ 番 氏 名 赤間 しづ江 質問形式： 一問一答 

 １．件名   無線放送の内容のあり方を検討 

 

要旨  

大衡村が無線放送施設を設置したのは昭和 55 年である。平成 26 年度に施設設備の更新が行

われた経緯がある。その後、施設の耐用年数も 10 年を超えたため、老朽化等を理由に今回更新

が計画されている。 

時代の移り変わりと共に、住民の生活も多様化してきており、施設設備の更新を機に放送内

容のあり方について検討する考えは。 

  

① 定時放送時刻、放送内容についてどのような方針でいく考えか。 

② 広報紙、HP、SNS、チラシ等行政からのお知らせの媒体は多様で瞬時に情報を得られる時

代である。防災無線本来の目的に沿った放送内容のガイドラインを検討してはどうか。 

  

２．件名 人材育成基金の活用策は 

要旨  

人材育成基金は、交流・研修活動を推進し、創造豊かで情熱あふれる人材の養成を図り、独

創的で郷土愛に満ちたまちづくりを推進する目的で平成 3 年に創設された基金である。 

 

① 人材育成基金を活用した事業の実施状況について（過去 3 ヵ年の事業と要した経費） 

② 人材育成事業の適正かつ効率的運営のため運営委員会が置かれている。構成メンバーと

その役割は。 

③ 基金の目的を最大限活かし、どう活用を図っていく考えか。 
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通告順位 ７ 番 氏 名 佐野 英俊 質問形式： 一問一答 

 １．件名   キャンプ場の利用状況を問う 

 

要旨  

 令和６年８月にオープンした万葉クリエートパークキャンプ場の利用は、イベント実施など

ＰＲに取り組んでいるが目標より極めて少なく負の財産になりかねない状況では。今後の対応

について問う。 

 

 ① キャンプ場整備に要した事業費の年度別内訳と総額は。 

 ② 令和７年度の利用者目標数と実績、そして指定管理料への影響は。 

 ③ 利用者を増やすための対応策は。 

  

２．件名 地区計画の進捗状況を問う 

要旨  

 村が進めてきた地区計画については、令和２年３月策定の第六次大衡村総合計画に基づく「魅

力ある住環境整備」を目指し、令和４年１１月に五反田・亀岡地区地区計画の変更（整備計画区

域拡大）と国道４号の拡幅に伴う座府・河原地区地区計画を新たに進めてきたが、これら２つ

の地区計画の進捗状況を問う。 

 

① 開発に意欲を示す事業者が現れたとされていた五反田・亀岡地区地区計画の状況は。 

② 半導体企業進出の白紙撤回により県都市計画課の対応が硬化し事前協議が進まないとされ

ていた座府・河原地区地区計画の状況は。 

  


